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退職金減額問題退職金減額問題退職金減額問題退職金減額問題    

学長学長学長学長・・・・大学大学大学大学はははは誠実誠実誠実誠実なななな態度態度態度態度でででで交渉交渉交渉交渉・・・・説明説明説明説明をををを行行行行ええええ！！！！    

 「くれない News」前号でもお知らせしましたが、11 月 28 日に行われた三者懇談会で、

大学側は国家公務員にならった退職金の減額を提案してきました。その場では組合・過

半数代表委員からの強い異論もあり、本年度定年退職者についての緩和措置を講ずると

して、役員会に持ち帰りとなりましたが、12 月 6日に行われた教職員への説明会では、

本年度退職者について一定の緩和措置を検討するとしつつ、本則については国家公務員

同様の減額を行うとの説明がなされました。 

 昨日（12 月 19 日）、この件での２回目の三者懇談会が開催され、本年度定年退職者

については、現行の支給率 1.04 を 1.00 とする（当初提案では 0.98。定年以外の本年

度末退職者については緩和措置なしの 0.98）ことが再提案されました。その上で、同

提案を含めた退職金規程の改定を行い、1月 1日づけで施行するというのです。 

 しかし、この間の経緯において、大学側の態度はまったく不誠実なものと言わざるを

得ません。退職金の減額は言うまでもなく重大な不利益変更です。増して、既に勤務し

た年に遡っての計算方法の変更は、労働者の既得権の侵害にあたり、不利益不遡及の原

則にも反します。こうした重大な不利益変更を提案するにあたり、①そもそも提案から

実施までの期間がきわめて短い、②労働組合とも過半数代表者とも合意に至っていない

という重大な問題があります。それにも関わらず、19 日の三者懇談会には学長も理事

も出席せず、大学側の決定権限をもった責任ある者は誰もいませんでした。 

 12 月 6 日に行われた「説明会」にも学長は出席していません。当日説明と質疑応答

にあたった盛本理事は、12 月末をもって本学理事を辞することになっています。この

ようなことで、大学側として事の重大さに応じた誠実な態度で説明にあたっていると言

えるでしょうか？ 

 また、この説明会は勤務時間中に一方的に時間を指定され、栄谷キャンパス内で行わ

れたものであり、当然、附属学校やサテライトに勤務している教職員は参加が難しかっ

たはずです。栄谷の事務系職員についても、開催日時の通知がされただけで、通常の勤

務を免ずる措置はとられておらず、参加を促す指示もなされていません。これでは到底、

本学教職員に対して丁寧かつ誠実な説明の機会がもたれたとは言えません。 



 この問題では三者懇談会こそ行われていますが、その場に決定権限のある大学側の出

席がないのでは、交渉の場がもたれたとは言えません。仮に大学側が１月１日の施行に

固執するなら、少なくとも年内に学長が出席して交渉を行う場がもたれなければ、不誠

実交渉の誹りは免れません。 

 

退職金減額退職金減額退職金減額退職金減額のののの 1111 月月月月 1111 日実施日実施日実施日実施はははは撤回撤回撤回撤回せよせよせよせよ    

 退職金規程の改定・1月 1日施行を行うには、年内に再度交渉の場をもち、組合・過

半数代表との合意形成の努力を行い、かつ関係する全ての教職員に対して丁寧な説明の

場を設け、特に本年度退職予定者にたいしては全員に具体的な説明と質疑の機会を設け

ることが、大学側が最低限しなければならないことです。しかし前述のように、この問

題には法的な観点からも重大な疑義があり、そう簡単に学内の合意形成はできないでし

ょう。日程的にも上記の交渉・説明を年内に行うことはきわめて困難と思われます。 

 大学・学長が取り得る選択肢は、労働法規にある不利益変更の周知義務、組合や過半

数代表者との誠実交渉義務に則るならば、１月１日施行をあきらめることしかありませ

ん。 

 実際、北陸のある国立大学では、労使交渉の結果１月１日実施を大学側が断念したと

いう情報も入ってきています。学長が本学教職員に対し誠実な態度を見せ、１月１日実

施を撤回する英断を行うことを強く求めます。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

学内学内学内学内教育研究教育研究教育研究教育研究集会集会集会集会にににに参加参加参加参加しませんかしませんかしませんかしませんか？？？？まだまだまだまだ間間間間にににに合合合合いますいますいますいます!!!!!!!!    
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内容内容内容内容：：：：和歌山大学和歌山大学和歌山大学和歌山大学のののの大学改革大学改革大学改革大学改革をををを考考考考えるえるえるえる    

────大学改革大学改革大学改革大学改革カウンターカウンターカウンターカウンター・・・・プランプランプランプランのののの可能性可能性可能性可能性────    

 14:00～ ・執行委員会報告 

 14:30～  ・問題提起  経済学部経済学部経済学部経済学部    中島正博先生中島正博先生中島正博先生中島正博先生 

15:30～ ・討論 

 16:15～  ・執行部まとめ 

「大学改革プロジェクトチーム」の発足 

  給与が一方的に削減され、退職金も大幅に減額されようとするなか、一方では事務組織の改編や 

教員組織改革、「ダブルミッション」化を含んだ私たちの働き方に直結する「大学改革」が動き始めて 

います。大学執行部は「職員が働きやすいように」「意見を聞きながら」進めるとしていますが、これま 

でのところ、私たちの声が改革に充分に反映されているようには思えません。 

今年の学内教研ではこの問題に焦点をあて、私たちの望む和歌山大学のあり方を交流し考えると 

ともに、大学改革の「カウンター・プラン」を提起していく第一歩としたいと思います。 



             

 

 


